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住吉校区美野
島地区

　令和5年11月10日に、ふれあいサロン「さつき会」にて、麻生医療
福祉専門学校福岡校福祉心理学科の1年生による交流レクリエーシ
ョンを行ないました。学生が企画したゲームや体操をみんなで楽しみ
ました。
　参加者からは「若い人とお話できて嬉しい」「元気をもらえる」と嬉
しそうな表情が見えました。
　今後、さつき会のメンバーが麻生医療福祉専門学校福岡校の授業
に参加し、「日々の生活での困りごと、工夫していること」について対
話形式での交流会を予定しています。

ふれあいサロン「さつき会」×麻生医療福祉専門学校福岡校

博多校区奈良
屋地区

　令和５年９月１９日に、ふれあいサロン「サロン・ド・観音」、令和５年
１１月７日に、「奈良屋はつらつサロン」にて、大原スポーツ公務員専
門学校福岡校の２年生による健康体操講座を行ないました。学生の
掛け声のもとコミュニケーションを交えながら身体を動かして楽しみ
ました。
　会場は笑顔にあふれ、参加者からは「若い人が来てくれて嬉しい」
「ゆっくり声掛けしてもらえて分かりやすかった」といった声が聞かれ
ました。また、サロン参加者から、社会に出ていく学生へ「勉強を頑張
って活躍していってほしい」と温かいエールが送られました。

サロン・ド・観音&奈良屋はつらつサロン×大原スポーツ公務員専門学校福岡校

博多校区大浜
地区

　博多区社協では、区内にある専門学校から「地域貢献がしたい」「学外で活動する機会が
欲しい」との相談を受け、「ふれあいサロン」へのつなぎを行なっています。

大浜ふれあいサロン×福岡ベルエポック美容専門学校

専門学校が支援するサロン活動

　令和5年9月18日に、「大浜ふれあいサロン」にて、福岡ベルエポック
美容専門学校トータルビューティ科の1年生によるハンドマッサージ、
肩マッサージ、ネイルケアの施術を行ないました。参加した学生と高齢
者がコミュニケーションを交えながら楽しいひとときを過ごしました。
　敬老の日に開催したこともあり、参加者からは「敬老の日のいいプ
レゼントをいただいた」「気持ちよかった。またお願いしたい」といった
喜びの声が聞かれました。
　学生からは「色々とお話ができて楽しかった」「施術は緊張したが、
喜んでもらえてよかった」といった声が聞かれました。
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この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました
■日蓮宗　本興寺　様
　地域活動の推進のために使用させていただきました。

■日蓮宗　本興寺　様
　菓子・飲料　　博多区内の子ども食堂等に配布いたしました。

■JA福岡市東部　様
　お米・食品　　生活困窮者支援等で活用させていただきました。

■日産化学株式会社 福岡オフィス　様

弥生校区

▲秋の味覚を取り入れた
むかごご飯

　弥生校区社協の配食事業は、８０歳以上のおひとり暮らしの方・ご夫婦とも
80歳以上の方を対象に、年間５回実施されています。令和5年11月12日に、
3回目の配食事業を実施しました。
　毎回、「ボランティア ひまわりの会」が季節の食材を取り入れたお弁当を手
作りし、メッセージを添えて、対象者のご自宅を訪問し、お届けしています。
　「ボランティア ひまわりの会」は、３１年前に立ち上がったボランティアグルー
プで、発足時から携わるメンバーは３人、現在は４０
代から８０代のボランティアが活動しています。
　お弁当を心待ちにしている人は、玄関に１００円
を準備して、「いつもありがとうね」と笑顔で出迎
えてくれます。
　ボランティアは「メニューに悩むけど、毎回お弁
当を喜んでくれる方がいるのが励みになる」と話
されます。

３1年間続いている配食事業

住吉校区住
吉地区

　住吉校区住吉地区社協では、年に1回、地域の高齢者
の集い場作りとして「高齢者会食会」を実施していました
が、コロナ禍は対面での飲食の事業を全て中止し、配食
事業で高齢者の見守り活動を継続してきました。
　地区社協役員より「地域住民同士の交流が必要」と声
があがり、令和5年11月20日に、4年ぶりの会食会を実
施しました。
　検温、消毒など感染対策を徹底したうえで、参加者に
お弁当が振る舞われ、食事を取りながら互いの近況につ
いて談笑する様子がみえました。
　久々に顔を合わせた参加者からは「久しぶりね」「元気
してた」など、数年ぶりの再会ということもあり、会話に花
を咲かせました。

高齢者会食会

　日産化学株式会社 福岡オフィスでは、地域
貢献の一環として従業員と会社の共同で「福祉
基金」活動が行なわれ、令和５年度は、109,198円
分の食料品を寄贈していただきました。
　生活困窮者支援等で大切に活用させていた
だきます。


